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		ナビゲーションに移動
		検索に移動
		このページは校正済みです
隱岐・吉野と、筆にもことばにもつくせない御苦難を、お重ねになりながら、まだ朝敵のはびこる世に、惜しくもおかくれになりました。おしのび申すことさへ、おそれ多いきはみであります。
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 賊將にせまる



義良親王が御位におつきになり、〈第九十七代〉後村上（ごむらかみ）天皇と申しあげます。この時親房は、常陸の
小田（をだ）城にたてこもつて、敵と戰つてゐました。吉野のことも氣がかりですが、東國を離れるわけには行きません。攻め寄せる賊軍の
鬨（とき）の聲を聞くにつけても、大義をわきまへないものの多いことが、なげかはしくなりました。親房は、戰のひまひまに、
魂（たましひ）をこめて、國史の本を書き綴りました。これが名高い
神皇正統記（じんのうしやうとうき）であります。やがて親房は、吉野へ歸つて、後村上天皇をおたすけ申しあげました。このころ正行は、
父母（ふぼ）の教へをよく守り、りつぱな武士になつてゐました。たびたび賊軍を破つて、官軍の勢をもりかへしました。攝津
瓜生野（うりふの）の戰では、川におぼれる敵兵をいたはつてやるなど、正行の戰ひぶりは、實に堂々としてゐました。じりじりと敵を押し退けて、今にも京都へせまらうとする勢さへ
示（しめ）しました。惜しいことには、
四條畷（しでうなはて）の合戰で、敵の大軍をけちらしながら、わづかなところで、賊將
高師直（かうのもろなほ）を討ちもらし、身に數知れぬ深手を負ひ、弟
正時（まさとき）と刺しちがへて、父そのままの最













「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:Textbook_of_Japanese_History_for_Elementary_School_on_1943_vol_1.pdf/75&oldid=150250」から取得


		カテゴリ: 	切り抜き画像
	校正済




	





	案内メニュー

	
		

	
		個人用ツール
	

	
		
			ログインしていません
	トーク
	投稿記録
	アカウント作成
	ログイン


		
	



		
			

	
		名前空間
	

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	



			

	
	
		日本語
	
	
		
		

		
	



		

		
			

	
		表示
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	



			

	
	
		その他
	
	
		
		

		
	



			

	検索

	
		
			
			
			
			
		

	




		

	

	

	
		
	

	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	



	

	
		ツール
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	




	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	



	

	
		他言語版
	

	
		
		

		

	










		 このページの最終更新日時は 2020年1月5日 (日) 14:58 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。
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